





















































































　 配布数 回収数 回収率％
小学校 57 22 38.6
中学校 21 　　　　8 38.1
養護学校 6 2 33.3















































全校テーマ 1年 2年 3年 4年 5年 6年
①学び 自分のふるさ
とを知ろう
す て き だ よ、
私たちの町
見 つ け よ う、
○○地区のひ
みつ
































































































































































































































































































































































































































































































る (2003.1.16 朝日新聞 ) ことをうけ、和歌山市０３
年度予算案で「教育パワーアップ」として外国人講師
１，２人を市内の小学校に派遣するという「小学校英
語教育推進」費を４００万円計上している。（2003.2.18
朝日新聞）また、和歌山県の予算では、小中一貫で
英会話教育として、小３から中３まで一貫したカリキ
ュラムに基づく英会話学習の先駆的実施を（中学校区
で４地域を指定：年間６０時間）するというイングリ
ッシュパワーアッププログラムが 1311 万円の予算で
（2003.2.11 朝日新聞）が進められようとしている。
　こうした中で、実践を整理し、検討し新たな実践を
創出する必要性があり、今後もシンポジウム開催等を
通じて検討を進めなければならない。
　本稿では、小学校における「和歌山市内での総
合的な学習」の取り組みについて検討してきたが、
２００２年４月からの新学習指導要領に基づく教育課
程の実施に際して、総合的な学習についていえば、十
分な検討がされているとは言い難い側面があり、実践
記録注８をもとにした子どもの学びの成立という観点
からの検討が待たれているところである。また、小・
中学校でいえば、中学校での実践的課題が大きく、教
科担任制の中での選択教科の実施と関わってより複雑
になっている。
注　記
１）文部省は移行措置の期間に全国の指定校の事例を
実践事例集として発刊しているが、各地域における取
り組みの数量的な統計はほとんど見られない。
文部省『特色ある教育活動の展開のための実践事例集
－「総合的な学習の時間」の学習活動の展開－（小学
校編）』１９９９　
２）総合的な学習の時間では体験学習やゲストティー
チャーを招いての授業など、地域との関わりを重視し
た取り組みが展開されている。　
３）中学校については問１～４及び問１０についての
集計結果をあげておく。
問 1　１４年度年間計画立案 (８校）　複数回答
中学校全８校
問２　１３年度実施時間（８校）
「総合的な学習」の実践的課題
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問 3　平成１３年度取り組みの分野　複数回答　８校
問 4　配慮すべき事項（８校）　複数回答
問 10　家庭・地域との連携（８校）　複数回答
４）和歌山大学教育学部附属小学校『平成１３年度
第２回教育研究発表会　わたしの学校』２００２年２
月５日ｐ１００－１１１及び「３年Ｂ組トリストーリ
ー本時案」、和歌山大学教育学部附属小学校『紀要第
２６集』２００２，ｐ４１－５１から実践の様子や子
どもの学びが考察されている。
５）２００２年３月の総合的学習プロジェクト検討会
配布のレジュメによる。
６）国立教育政策研究所教育課程研究センターより『総
合的な学習の時間実践事例集』（小学校編）２００２
年が出版されている。スペースの関係もあり「子ども
の学び」という点からの考察は弱い。
７）和歌山大学教育学部附属教育実践総合センター主
催の「小学校＜英語活動＞に関するシンポジウム」は
小学校の「総合的な学習の時間」における国際理解教
育としての英語活動を取り上げた。基調提案（和大、
川本プロジェクト代表）に続き、「英語が苦手な教師
の英語活動」について城北小の鈴木教諭から実践報告
を受け、小学校の英語活動について県教委喜多指導主
事、「和大英語科担当者からの問題提起」として江利
川助教授から報告を受け、和大の林教授のコーディネ
ートによって進めた。
８）アンケート回答校の実践で、総合的学習に関する
実践記録（２００２年３月現在）には、以下の学校等
で記録（冊子）が発行されている。（アンケートによ
る回答より作成）
○ 宮小学校『あすを切り開きあすに伸びる力と豊
かな心をもちたくましく生きる子どもの育成』
（平成１３年３月発行）
○ 宮小学校『あすを切り開きあすに伸びる力と豊
かな心をもちたくましく生きる子どもの育成』
（平成１４年３月発行）
○ 西和佐小学校『２００１年度実践記録集』
（２００２年３月発行）
○ 和歌山県人権教育研究会『わかやまの人権教
育』（２００１年３月発行）
○ 楠見小学校『どの子も豊かな力を』－平成１３
年度－（平成１４年３月発行）
○ 新南小「学校のまとめ」（校内用参考資料）平
成１３年度
○ 雑賀小学校『１３年度実践記録』
○ 安原小学校『現教の取り組み』
○ 宮前小学校『宮前の子どもとともに』
○ 山口小学校「学校のまとめ」（考察なし）
○ 小倉小学校『現教のまとめ』（平成１４年３月
発行）
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○ 三田小学校『豊かな人間性を育む体験学習の創
造』（２００２年３月発行）
○ 名草小学校『自ら学び、主体的に活動する子ど
もを育てる』（平成１４年３月発行）
○ 今福小学校　（詳細不明）
○ 広瀬小学校　（詳細不明）
「総合的な学習」の実践的課題
